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こ
と
し
、　
一
九
九
九
年
は
国
際
高
齢
者
年
。
そ
の
記
念
す
べ
き
年
九
月
十

一
～
十
二
日
に
高
齢
化

日
本

一
の
島
根
県
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
に
は
、
約

一
六
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
三
年
前
か
ら

準
備
を
始
め
た
実
行
委
員
は
、
二
〇
代
か
ら
七
０
代
ま
で
総
計
二
六
六
人
と
な
り
、
東
西
に
長
い
県

内
の
各
市
町
村
及
び
鳥
取
県
か
ら
も
参
加
。
映
画
上
映
会
、
講
演
会
を
も
っ
て
市
民
に
呼
び
か
け
、

ビ
デ
オ
制
作
に
も
取
り
組
み

（
四
本
）、
高
齢
化
、
過
疎
化
の
深
刻
な
実
態
を
女
性
の
日
で
捉
え
る
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
分
科
会
を
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
の
た
め
の
国
連
五
原

則
―
自
立

・
参
加

・
ケ
ア
・
自
己
実
現

・
尊
厳
―
に
あ
わ
せ
、
多
彩
な
分
科
会
を
用
意
し
、
老
若
男

女
が
こ
の
全
国
大
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
今
、
ま
さ
に
介
護
保
険
前
夜
。
夜
明
け
を
め
ざ
し
て
熱

気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
（第
１８
回
全
国
大
会
実
行
委
員
会
）

第
１８
回
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
全
国
大
会
ｉｎ
島
根

「高
齢
化
日
本

一
の
島
根
か
ら
発
信
」

老
い
へ
の
歩
み
十
人
十
色

６０
億
人
６０
億
と
お
り
の
生
き
方
を
め
ざ
し
て

水
の
都
松
江
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
、
安
来
節
家
元
四
代
目
渡
辺
お
糸

さ
ん
の
謡
う
安
来
節
で
始
ま
っ
た
。
「高
齢
社
会

を
よ
く
す
る
女
性
の
会
全
国
大
会
～
、
聞
い
て

お
帰
り
安
来
節
～
」
と
家
元
が
安
来
節
を
替
え

歌
で
謡
う
と
、
会
場
か
ら
笑
い
と
拍
手
が
。
そ

の
後
、　
一
文
銭
を
入
れ
た
筒
で
舞
台
を
叩
く
郷

土
芸
能

「
銭
太
鼓
」
と
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
が

披
露
さ
れ
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ま
ず
主
催
者
を
代

表
し
て
樋
日
恵
子
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
「国
際
高

齢
者
年
の
今
年
、
日
本
で
最
も
美
し
い
湖
畔
の

町
松
江
市
で
、
是
非
全
国
大
会
を
開
き
た
い
と

い
う
申
し
入
れ
が
三
年
前
に
あ
り
ま
し
た
」
と
、
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高
齢
化
日
本

一
の
島
根
で
、
こ
の
全
国
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
な
ど
を
話
し
た
。

次
に
、
山
代
朋
子
実
行
委
員
長
が
、
「今
日
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
も
、
高
齢
社
会
に
生
き
て
い

ま
す
。
男
性
を
こ
の
会
に
ま
き
こ
む
の
が
、
実

行
委
員
の
願
い
で
し
た
」
と
男
女
共
同
参
画
社

会
、
三
世
代
交
流
を
ア
ピ
ー
ル
。
大
会
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
島
根
の
Ｓ
、
シ
ル
バ
ー
の
Ｓ
、

サ
ポ
ー
ト
の
Ｓ
、
シ
ス
テ
ム
の
Ｓ
な
ど
を
つ
な

い
だ
形
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

最
後
に
、
来
賓
と
し
て
島
根
県
知
事
と
松
江

市
長
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
テ
ル
マ
・

オ
コ
ン
＝
ソ
ロ
ル
サ
ノ
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
オ

コ
ン
さ
ん
は
、
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
島
根
県
で
、

国
連
の
国
際
高
齢
者
年
に
関
す
る
会
議
が
開
か

れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
経
験
を
し
た
高
齢
者
の
役
割
は
社
会
に

と

っ
て
大
切
で
す
。
国
連
は
高
齢
者
の
た
め
の

五
原
則
、
自
立
、
参
加
、
ケ
ア
、
自
己
実
現
、

尊
厳
を
広
く
広
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
皆

様
が
幸
せ
で
実
つ
あ
る
老
後
を
送
ら
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
」
と
日
本
語
で
話
し
た
。

続
い
て
、
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
高
齢

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
国
際
担
当
、　
ロ
ン
ド
ン
・

ル
イ
シ
ャ
ム
区
政
策

・
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
室
長
の

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ス
ク
レ
タ
ー
さ
ん
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
齢
女
性
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
」

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
を
つ
な
ぐ
Ｅ
Ｕ
助
成

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
こ
っ
た

一
九
九
二
年
に
結

成
さ
れ
た
。
現
在
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
、

中
央
及
び
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル

ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
の
所
属
す
る
ロ
ン
ド
ン
・
ル

イ
シ
ャ
ム
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
「
ョ
ー
ロ
ッ
パ

高
齢
女
性
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
」
の
な
か
の
地
方
グ

ル
ー
プ
に
当
た
る
。
現
在
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
だ

け
で
な
く
、　
ロ
シ
ア
な
ど
で
も
地
方
高
齢
女
性

グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
あ
る
そ
う
だ
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
高
齢
女
性
の
実
態
や
、
活
動
な
ど
を
写
真
や

グ
ラ
フ
を
使
っ
て
発
表
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
コ
品

齢
化
の
女
性
化
」
（女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
長

生
き
す
る
）
が
起
き
て
い
る
こ
と
、
高
齢
女
性

の
雇
用
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
、　
ョ
ー
ロ
ッ
パ

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

ま
た
、
高
齢
女
性
差
別
に
つ
い
て
も
触
れ
、

会セレモニーで挨拶する澄田信義知 市長とテルマ 。オコン=ソ ロルサノ所長
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した開会セレモニー会

高
齢
者
が
前
向
き
な
行
動
を
と
る
と
、
保
護
的

な
言
い
回
し

（例
え
ば

「
お
ば
あ
さ
ん
で
も
車

レ
ー
ス
に
参
加
」
な
ど
）
で
表
現
さ
れ
る
と
紹

介
。
あ
る
い
は
、
魔
女
、
醜
い
老
女
、
な
ど
否

定
的
な
表
現
で
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
と
話

し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
実
情
か
ら
あ
ぶ
り
出
さ

れ
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
を
除
く
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
年
金
シ
ス

テ
ム
は
、
ほ
と
ん
ど
夫
が
働
い
て
い
て
妻
は
専

業
主
婦
、
し
か
も
夫
の
死
後
数
年
し
か
生
き
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
家
庭
を
モ
デ
ル
に
し
て
作
成

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
女
性
は
非
拠
出
年
金
の
主

な
受
給
者
に
な
る
が
、
昨
今
の
よ
う
に
女
性
の

寿
命
が
長
く
な
る
と
、
そ
の
年
金
シ
ス
テ
ム
が

実
情
に
合
わ
ず
、
高
齢
女
性
の
貧
困
の
危
機
を

招
い
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

ま
た
、
長
く
生
き
る
反
面
、
寝
た
き
り
な
ど
、

生
活
の
質
を
損
な
う
状
況
に
見
舞
わ
れ
が
ち
だ
。

あ
る
い
は
、
夫
の
死
後

一
人
暮
ら
し
を
余
儀
な

く
強
い
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
体
の
衰
え
や
、

社
会
と
の
接
触
の
欠
如
や
貧
困
と
結
び
付
い
た

時
、
問
題
が
起
こ
り
や
す
い
。
い
わ
ゆ
る
社
会

的
孤
立
に
陥
り
や
す
く
な
る
可
能
性
が
高
い
と

い

つヽ
。

こ
う
し
て
、　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
高
齢
女
性
が

一
生
を
通
じ
て
累
積
的
な

不
利
益
を
被
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、

彼
女
た
ち
の
草
の
根
の
声
を
拾
い
あ
げ
、
現
状

を
変
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ

た
。
高
齢
女
性
は
、
活
動
的
で
社
会
的
に
生
き

る
権
利
を
求
め
て
い
る
は
ず
だ
。
ま
た
、
仮
に

体
が
弱
っ
て
も
、
収
入
が
少
な
い
か
ら
と
か
適

切
な
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
ら
と
い
つ

て
、
家
族
に
介
護
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
じ

た
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。
家
族
に
介
護
し
て

も
ら
う
か
否
か
は
、
平
等
な
ス
タ
ン
ス
で
家
族

と
相
談
し
た
い
に
ち
が
い
な
い
と
エ
リ
ザ
ベ
ス

さ
ん
は
言
う
。

こ
の
六
年
間
、　
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
た
ち
が
自

ら
の
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
「高
齢
者

と
高
齢
女
性
は
同
じ
で
な
い
こ
と
」
「地
方
レ
ベ

ル
で
の
品
齢
女
性
を
動
か
す
こ
と
の
重
要
性
」
「地

方
、
国
、
国
際
レ
ベ
ル
で
活
動
を
支
援
し
て
く

れ
る
組
織
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
」
な
ど
だ
と

い
つヽ
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
「国
や
地
域
を
越
え
て
情

報
交
換
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

っ
て
、
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政
府
に
高
齢
女
性
の
声
を
届
け
る
べ
き
だ
」
と

述
べ
た
。

最
後
に
、
「介
護
保
険
前
夜
」
～
明
け
な
い
夜

は
な
い
。
夜
明
け
は
島
根
か
ら
～
と
題
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
、
山

崎
史
郎
厚
生
省
老
人
福
祉
計
画
課
長
、
池
田
省

三
龍
谷
大
学
社
会
学
部
助
教
授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
藤
原
房
子
さ
ん
、
山
代
朋
子
実
行
委
員

長
の
四
氏
。
樋
目
さ
ん
が
、　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
。

ま
ず
最
初
に
、
パ
ネ
ラ
ー
全
員
が
高
齢
社
会

を
テ
ー
マ
に
し
た
自
作
の
川
柳
を
披
露
。
「重
介

護
や
さ
し
い
嫁
も
鬼
に
な
る
」
（山
代
氏
）、
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
狂
わ
す
凄
さ
ま
だ
ら
ぼ
け
」
（藤

原
氏
）、
響
ホ
め
あ
て
払
う
と
い
う
の
に
負
け
て

や
る
」
（池
田
氏
）。
山
崎
氏
が

「介
護
保
険
厚

生
省
が
要
支
援
」
と
詠
む
と
思
わ
ず
会
場
か
ら

は
苦
笑
い
が
。
樋
口
さ
ん
も

「男
な
ら
介
護
に

力
と
金
を
出
せ
」
と

一
句
披
露
し
た
。

次
に
、
山
代
委
員
長
が
島
根
県
の
高
齢
化
に

つ
い
て
地
図
を
使
っ
て
説
明
。
県
西
部
の
広
島

県
と
の
県
境
に
あ
た
る
中
山
間
地
域
で
は
、
高

齢
化
率
が
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
所
も
。

ち
な
み
に
県
平
均
は
二
十
三

・
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
全
国
を
十
五
年
も
先
取
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
保
険
に
関
す
る
自
治
体
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
も
あ

っ
た
。
回
答
が
返

っ

て
く
る
の
が
非
常
に
遅
い
自
治
体
や
、
逆
に
迅

速
な
自
治
体
も
あ
る
な
ど
、
回
答
の
仕
方
で
介

護
保
険
に
対
す
る
取
り
組
み
の
具
合
が

一
目
瞭

然
に
わ
か
っ
た
と
い
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

は
主
に
、
「住
民
へ
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
」
「介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
に
つ
い
て
」
の

二
点
だ
。
特
に
、
策
定
委
員
に
女
性
が
含
ま
れ

て
い
る
か
否
か
は
、
注
目
す
べ
き
点
。
残
念
な

が
ら
、
策
定
委
員
に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
、

各
市
町
村
と
も

一
様
に
低
い
。

そ
の
後

「島
根
の
ま
ち

・
む
ら
か
ら
」
と
題

し
て
、
出
雲
市
、
広
瀬
町
、
玉
湯
町
、
匹
見
町
、

邑
智
町
、
隠
岐
の
西
ノ
島
町
か
ら
の
代
表
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
実
情
を
レ
ポ
ー
ト
。
毛
利
元

就
に
討
た
れ
た
尼
子
氏
の
居
城
地

。
広
瀬
町
で

は
、
積
雪
の
多
い
地
域
へ
の
訪
問
介
護
が
大
変

で
介
護
保
険
導
入
に
向
け
て
人
材
不
足
が
心
配

な
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
玉
造
温

泉
を
か
か
え
る
玉
湯
町
の
発
表
者
は
、
温
泉
地

で
あ
る
た
め
夜
間
の
就
労
者
が
多
く
深
夜
の
訪

間
介
護
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
発
表
。

地
域
別
の
き
め
細
か
な
柔
軟
性
の
あ
る
ケ
ア
が

介
護
保
険
制
度
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

ま
た
、
県
の
中
央
部
に
位
置
し
中
山
間
地
域

の
へ
き
地
を
か
か
え
る
邑
智
町
の
代
表
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
格
差
の
出
る
恐
れ
が
あ
る

と
懸
念
。
県
西
部
の
過
疎
の
町
と
し
て
有
名
な

匹
見
町
は
、
高
齢
者
が
多
く
低
所
得
層
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
高
い
保
険
料
金
を
払
っ
て
い
け
る

か
ど
う
か
心
配
で

「保
険
料
高
く
サ
ー
ビ
ス
な

し
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
モ
デ
ル
町
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
も
出
た
。
本
土
か
ら
五
十
キ
ロ

離
れ
た
離
島
の
西
ノ
島
で
は
、
介
護
は
嫁
が
す

る
の
が
当
た
り
前
と
い
う
考
え
方
の
変
化
を
望

ま
な
い
心
の
壁

（心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）
が

一

番
の
問
題
。
出
雲
市
は
、
そ
の
壁
を
越
え
つ
つ

あ
り
、
策
定
委
員
の
半
数
は
女
性
だ
と
い
う
。

そ
の
他
、
藤
原
さ
ん
と
樋
日
さ
ん
は
、
家
族

介
護
の
現
金
給
付
に
つ
い
て
触
れ

「介
護
は
家

で
女
性
が
す
る
も
の
と
い
う
役
割
が
固
定
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
」
と
問
題
視
。
ま
た
、
池
田
氏

は

「介
護
保
険
は
高
齢
者
の
自
立
が
目
的
だ
が

地
方
自
治
の
自
立
も
促
す
」
と
、
島
根
県
が
生

活
圏
域
を
九
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
保
険
運
営
を
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広
域
化
し
た
こ
と
を
評
価
し
た
。
自
治
体
間
の

サ
ー
ビ
ス
格
差
に
関
し
て
は

「保
険
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
部
分
は
福
祉
で
補
う
べ
き
」
と
指
摘
。

山
崎
氏
は

「島
根
県
、
高
知
県
な
ど
高
齢
化

率
の
高
い
県
ほ
ど
介
護
保
険
に
対
す
る
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
」
と
評
価
し
た
も
の
の

「制

度
に
は
限
界
が
あ
り
今
後
は
予
防
福
祉
や
社
会

教
育
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

夜
は
、
宍
道
湖
に
臨
む
ホ
テ
ル
で
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
島
根
県
内
外
か
ら
の
参

加
者
を
は
じ
め
、
講
演
者
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

パ
ネ
リ
ス
ト
、
島
根
県
会
議
員
や
行
政
関
係
者

な
ど
大
勢
が
参
加
。
壇
上
で
、
二
日
目
の
分
科

会
紹
介
や
、
島
根
実
行
委
員
会
の
委
員
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
席
で
、
山
代
委
員
長
の

ご
夫
君
が
、
地
元
の
民
謡

「貝
殻
節
」
を
披
露
。

「委
員
長
の
代
わ
り
に
炊
事
係
を
し
て
下
さ
っ

た
ご
夫
君
で
す
」
と
司
会
が
紹
介
す
る
と
、
会

場
か
ら
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

そ
の
後
、
同
ホ
テ
ル
で
、
女
性
議
員
と
語
る

「女
性
を
政
治
の
場
に
」
「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
「手

作
リ
ビ
デ
オ
を
観
る
」
の
内
容
で
ナ
イ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
も
開
催
。
特
に
、
手
作
リ
ビ
デ
オ
の
鑑
賞

は
好
評
だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
全

国
大
会
へ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
制
作
し
、

既
に
県
内
で
は
上
映
済
み
の
も
の
。
中
山
間
地

域
に
住
む
高
齢
者
や
、
高
齢
化
率
が
六
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
越
え
る
地
域
に
住
む
人
々
な
ど
島
根

県
内
に
住
む
様
々
な
高
齢
者
の
姿
を
追

っ
た
ビ

デ
オ
だ
。
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と

願
う
人
、
生
涯
現
役
で
あ
ろ
う
と
創
造
工
大
し

努
力
す
る
人
な
ど
、
ビ
デ
オ
に
映
し
出
さ
れ
た

自
立
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
高
齢
者
の
姿
は
感

動
的
だ
っ
た
。

な
か
で
も
、
出
雲
神
話

「ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」

の
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
斐
伊

川
沿
い
の
町
斐
川
町
で
自
宅
を
開
放
し
、
託
老

所
を
開
設
し
た
二
代
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、
多

く
の
参
加
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
よ
う
だ
。
三
代

さ
ん
自
身
が
八
十
歳
を
越
え
る
ご
高
齢
だ
が
、

託
老
所
を
開
く
の
は
、
三
代
さ
ん
の
以
前
か
ら

の
夢
だ
っ
た
。
誰
か
ら
の
援
助
も
受
け
ず
、
皆

が
持
ち
寄
る
茶
菓
子
で
お
茶
を
飲
み
、
話
を
し
、

や
っ
て
来
る
老
人
か
ら
茶
菓
子
代
程
度
の
料
金

し
か
徴
収
し
な
い
。
三
代
さ
ん
の
年
金
も
維
持

費
の

一
部
に
当
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ご
本

人
は

「夢
の
た
め
に
使

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
い

い
の
で
す
」
と
言
う
。
Ｆ
」
の
託
老
所
の
こ
と
を

知

っ
た
だ
け
で
も
、
島
根
に
来
た
か
い
が
あ
り

ま
し
た
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
行
く
参
加
者
も
い

た
。こ

う
し
て
、
ナ
イ
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
、

一
日
目
の
日
程
を
す
べ
て
終
了
し
た
。

（田
中
量
子
・
記
）

パネラーの池田省三さん、藤原房子さん、山崎史郎さん、山代朋子さん
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・分科会．分講
藝
「バ
匹
」司
会ｉ
鰐
炒
轟
粋
紙
日
会磯
震
暉牌
評
翌
理「
客

鵜
　
　
　
沖
藤
　
典
子
／
金
森
ト
シ
エ
／
中
村
　
昴ヨ
江
　
　
　
虐
待
が
起
こ
る
。
一品
齢
芸
「
が
相
墓
撃
り
る
場
が
必
　
勧
　
　
　
木
村
　
民
子
／
筒
井
　
圭
子
／
弥
重
　
節
子

桧
　
　
　
山
根
　
洋
右
／
寺
本
　
恵
子
／
山
内
　
雅
弥
　
　
　
要
。
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と

・
サ
ポ
ー
ト

州
　
　
　
松
本
　
　
正
／
横
田
　
級
子

会．分
　

中
山
間
地
が
多

い
島
根
県
か
ら
発
信
さ
れ
た
　
　
制
度
の
充
実
を
。
高
軸
「
』
〔
¶
鮮
麟
た
直
禅
〓

会．分科会．
れ
州
潮
脚
則
獣
さ
（〔
瘤
「
脚
嘘
ビ
帥
攣
』

つ 中
“

州
ビ
デ
オ
フ
オ
ー
ラ
ム
に
共
感

の
声
が
も
れ
る
。
　

　

め
に
心
の
羅
針
盤
を
持

樅

（寺
本
恵
子
さ
ん
）
高
齢
化
率
三
二
％
の
石
見
　
　
好
奇
心
を
持
つ
こ
と
も
大
事
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
州
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
年
代
ご
と
に
社
会

分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科会．
に
与
え
て
き
た
影
響
や
団
塊
世
代
の
特
徴
等
に

会．
町
の
山
村
で
共
に
生
き
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
　
　
を
受
け
て
最
期
を
。

分科会．分科剌農雄剛げは制け弓詢羅罐け凱綱Ⅷ”畔　　間（剌赫料描〔れだな畔“輸御薇４】ざり
一一”一諏翻郷庫毒一〇一軒耐一」な。猜鴇琳け臓陽

科会．
り
で
暮
ら
す
た
め
に
、
心
の
サ
ポ
ー
ト

ｏ
手
の
　
　
一
一
一
世
紀

へ
の
提
言
と
し
て
自
分
が
住
み
た
い

性

を
夫
と
ど
う
向
き
合

っ
て
過
ご
す
の
か
、
夫
婦

分科会．分

（
サ
煽
鯛
蜻
費
裁
鰤

，
舞
げ
を
迎
え
る
前
に
考
え
　
　
に
耐
伸

《
く
コ
帯
《
葡
嶽
ぃ
特
筍
」
］
ぽ
期
肺
は
群
酬

”

¨
輛
外
店
″
ｒ
響
し し
、
デ
醐
一叫
勧
蜻
」
諺
胸
粋

科会。
た
い
こ
と
。
若
い
と
き
か
ら
の
人
生
設
計
。
我
　
　
政
策
づ
く
り
を
、
と
説
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
権

会
づ
く
り
を
」
と
提
言
さ
れ
た
。

会．分
が
家
で
最
期
ま
で
暮
ら
し
た
い
。
最
期
私
は
ど
　
　
　
討
論
で
は
パ
ネ
ラ
ー
に
質
問
が
殺
到
。
返
答

一に
　

筒
井
圭
子
さ
ん
は

「
二
〇
二
〇
年
に
は
高
齢

州
う
し
た
い
か
。
大
都
会
は
情
報
過
疎
だ
。
老
い
　
　
ラ
ッ
シ
ュ
。
会
場
の
発
言
も
活
発
に
行
わ
れ
、
　

会．分

化
率
が
二
五

・
五
％
、
有
権
者
に
占
め
る
高
齢

い
て
い
く
と
き
情
報
が
大
事
。
尊
厳
を
守
る
た
め
　
　
参
加
者
か
ら
生
き
た
歴
史
が
語
ら
れ
る
。
日
本
　
・分科

者
比
率
が
三
割
を
超
え
る
」
と
の
説
を
紹
介
し
、

会．分
の
仕
組
み
を
と
力
説
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
最
期
ま
で
私
ら
し

綸

「連
帯
が
で
き
れ
ば
高
齢
者
に
や
さ
し
い
社
会

州

「女
性
た
ち
負
け
る
な
よ
く
す
る
会
が
あ
り
」
　
　
く
生
き
た
い
と
の
思
い
は
、
参
加
者

一
人
ひ
と

一一
を
作

っ
て
い
け
る
」
と
投
票
す
れ
ば
変
わ
る
力
、

鵜

（金
森
ト
シ
エ
さ
ん
）
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
権
利
　
　
り
に
共
感
を
呼
ん
だ
。
「自
分
も
変
わ
り
相
手
も

「“
変
え
る
力
も
持
つ
団
塊
の
世
代
の
社
会
的
発
言

会。
で
ぁ
る
。
大
い
に
使
う
こ
と
。
そ
し
て
い
い
生
　
　
変
わ
る
。
情
報

。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
キ
ー
ワ
ー

一に
力
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
。

・分科
き
方
を
。
私
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

「四
律
ト
ー
　
　
ド
に
二

一
世
紀
を
」
と
司
会
の
山
内
雅
弥
さ
ん

会．分
　

松
本
正
さ
ん
は

「
七
〇
歳
、
八
〇
歳
に
な

っ

鵜
タ
ル
人
生
」
を
提
案
。
笑
い
を
見
つ
け
て
笑
う
　
　
の
言
葉
で
第

一
分
科
会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。
　

・分

て
も
自
分
で
収
入
を
得
て
ま
ち
に
出
る
。
た
と

斗会．
毎
乳

船

墨

暮

奄

全

ぢ

要

達
　

　

　

　

　

苓

聾

ヽ

お

『
）分
科
毎
級
舞
婢

舜

一
魏

壺

純

無
鉗

一
勢

分
科
会

・
分
科
会

，
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
割

-6-



膨
酬
Ｌ
粋
瑠
冠
一赫面̈
鰤
を会碑
舞
響
科‥
会轟
粋
製
露
罐
綸
鼈

す
ご
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
今
か
ら
必
要
と
発
　
・分
　
　
　
林

　

慶
子
／
松
村
満
美
子
／
吉
武
　
輝
子
　
　
　
の
方
が
よ
い
が
、
仕
事
を

一
つ
一
つ
ス
ト

ッ
プ

・分

言
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
　
　
　
五
條
由
加
利
／
尾
崎

　

薫
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
事
に
よ
り
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
。
現
在
は

罹

そ
し
て
、
十
人
十
色
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
実

拾

（吉
武
輝
子
さ
ん
）
人
４
い
つ
も
ス
タ
ー
ト
ラ
　
　
子
育
て
を
経
験
し
た
人
達
と

一
緒
に
子
育
て
サ

科会．

現
す
る
た
め
の
共
通
項
と
し
て
、
年
金

。
働
き

一̈

イ
ン
。
こ
の
四
月
九
四
歳
で
逝
か
れ
た
三
岸
節
　
　
ポ
ー
ト
の
体
制
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。
老
若

会．分

方

。
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
問
題

・
バ
リ
ア

「“
子
さ
ん
の
伝
記
の
脱
稿
を
終
え
た
ば
か
り
。
彼
　
　
男
女
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
通
せ
る
世

州

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

。
各
人
の
考
え
方
や
意

樅

女
が

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
新
し
い
境
地
を
開
い
　
　
の
中
に
早
く
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。　
　
権

識
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

会．分

た
生
き
る
こ
と
の
姿
勢
を
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
　

　

（林
　
慶
子
さ
ん
）
今
は
古
稀
。　
一
五
歳
の
頃

会．分

も
男
女
の
役
割
分
担
や
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
間

【“
と
し
て
伝
え
る
。
長
い
人
生
に
は
、
や
り
直
し
　
　
は
学
徒
動
員
で
底
の
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

新

題
等
活
発
な
意
見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
た
。
　
　
権

は
で
き
な
い
が
、
仕
切
り
直
し
は
で
き
る
。
人
　
　
落
ち
て
い
く
感
じ
だ

っ
た
。
女
だ
け
に
負
わ
さ

袷

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
高
齢
新
人

一^
生
の
風
景
を
変
え
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
。
　

　

れ
た
介
護
の
状
況
に
い
る
人
は
、
こ
う
い
つ
思

会．

類
と
し
て
、
共
通
項
の
解
決
の
た
め
に
、
身
近

いつ
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
と
き
に
は
勇
気
を
出
　
　
い
を
持

っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
誰
が
悪
い
の

・分

な
と
こ
ろ
か
ら
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
は
じ

一̈

し
て
そ
れ
を
つ
か
む
。
そ
れ
が
時
代
を
変
え
る
。　
　
で
は
な
く
、
女
性
自
身
の
行
動
で
意
識
を
変
え

雅

め
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
終
わ

っ
　
科会．

（
テ
ル
マ
・
オ
コ
ン
＝
ソ
ロ
ル
サ
ノ
さ
ん
）

一　
　
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
育
児
の
た
め
仕
事
を
辞

科会．

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（澤
　
ア
ツ
子
・
記
）

・分

九
歳
か
ら
経
済
的
に
自
立
。
五
四
歳
の
と
き
男
　
　
め
、
ま
た
働
こ
う
と
し
て
も
難
し
い
。
や

っ
と

・分

一　
‐ ‐
一
雅

児
を
養
子
に
し
、
母
と
し
て
生
き
る
喜
び
を
得
、　
　
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
と
い
う
と
き
老
親
の

雅

樅

人
生
を
豊
か
に
生
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
が
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
介
護
さ
れ
た

絵

会．分

（五
條
由
加
利
さ
ん
）
大
阪
か
ら
隠
岐
へ
Ｉ
タ
ー
　
　
く
な
い
有
名
無
名
の
女
の
呼
び
か
け
で
、　
一
九

一

斜

ン
。
理
由
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
子
育
て
は
都
会
　
　
八

一
年
女
の
自
立
を
呼
び
か
け
た
。
そ
れ
が
今

斜

権

と
田
舎
と
ど
ち
ら
が
い
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
　
　
回
第

一
八
回
。
司
会
の
尾
崎
薫
さ
ん
を
合
め
三

綸

分会。

こ
ろ
だ

っ
た
の
で
。
隠
岐

へ
移

っ
て
い
い
人
生
　
　
○
代
か
ら
七
〇
代
各
世
代
の
助
言
者
の
発
言
で
、
会．

・分科

が
デ
ザ
イ

ン
で
き
た
と
思

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
女
性

の
人
生
を
長

い
ス
パ
ン
で
考
え
る

ユ
ニ
ー

州

機

（松
村
満
美
子
さ
ん
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　
　
ク
な
分
科
会
と
な

っ
た
。

一ｔ

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

弼

（
松

村

満

美

子

さ

ん

）

Ｎ

Ｈ

Ｋ

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

　

　

ク

な

分

科

会

と

秘

わ

疑

Ｆ

科
拿

海

蹄

課

緩
午

期

に
会
・分科会

分
科
会

・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会

・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会

・
分
科
会
・
分
科
会
・
分
科
会

・
分
科
会
・
分
科
会
・

'1),ヽ
、ヽ1番 1燿1豪撻●保■(T
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”纂
』
酔
郵謳
‥
…
科会饗
職
幅
粋
躍
猛
会̈〈鰺卍
脚碑
『返
碑
‐
科

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・を
遅
ら
せ
る
。
家
族
は

一一
　
　
渥
美
　
雅
子
／
高
見
澤
た
か
子
／
白
井
千
賀
子

州
　
　
　
谷
嶋
　
陽
子
／
望
月
　
幸
代
／
石
毛
　
鎮
子
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

樅
　
　
　
春
日
キ
ス
ヨ
／
渡
部
　
英
二
／
速
水
　
雄

一
　

　

　

「介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と

い
う
気
持

州
　
　
槻
谷
　
和
夫
／
石
橋
　
典
子

会．分　　　田村　節美　　　　　　　　　　　　　と、実際は
「耐えも「ないには静わ】喘
一一と」可知暁われ‐こる「嚇蔵”ゴ」岬“却淵“罐

が
　

介
護
保
険
は
多
く
の
問
題
と
不
安
を
抱
え
な
　
　
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く

確
が
ら
も
来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
問
題
　
　
る
の
は
男
性
に
強
く
、
そ
こ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

州

組
み
づ
く
り
は
」
「成
年
後
見
制
度
」
等
に
つ
い

分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科会．

て
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
提
言
が
示
さ
れ
た
。

会．
点
ば
か
り
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
時
期
　
　
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

硼
で
は
な
く
、
私
た
ち
市
民
が
い
か
に
主
体
的
に
　
　
　
介
護
保
険
は
他
の
制
度
と
違

っ
て
、
住
民
が

一
　

高^
見
澤
た
か
子
さ
ん
）
痴
果
に
な

っ
て
も
人

権
参
画
し
、
行
政
や
事
業
者
と
の
協
働
作
業
に
よ
っ
　
　
参
画
で
き
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
徹
底

硼

間
ら
し
く
生
き
る
に
は
、
そ
の
社
会
に
ど
れ
だ

斗会．
て

「介
護
の
社
会
化
」
を
め
ざ
す
制
度
の
基
本
　
　
し
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
情
報
開
示
を
求
め
て

鵜

け
の
人
権
意
識
が
育

っ
て
い
る
の
か
が
最
終
的

一
御
嘴
料
曜
劉
‐ナ し
れ て
』
な く
ゎ
ぃ
¨
杉
嚇
舞
蔽
げ
奸
」ヽ 今
　
　
声
は
所
．
Ｌ
制
拒
ぃ
“
」
は
か
獄
制
【
、
膨
げ
料
は

”

は
割
昴
馘
』
ピ
ン
は
庫
嫁
慟
敵
導
れ
魔
へ る
け
婦

科会．
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
見
出
す
と
い
う
こ
　
　
介
護
報
酬
と
の
関
係
が
あ
り
、
安
け
れ
ば
い
い

雅

援
等
、
現
在
痴
果
の
お
年
寄
り
と
暮
ら
し
て
い

会．分
と
に
議
論
の
焦
点
を
絞

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
制
度
の
趣
旨
と
現
実

斗会．

る
人
を
例
に
ミ
ニ
講
義
。

州
　

四
六
〇
余
名
の
参
加
者
を
得
て
、
会
場
で
の
　
　
を
踏
ま
え
た
議
論
が
必
要
で
は
な
い
か
。　
　
　
会．分

（槻
谷
和
夫
さ
ん
）
「す
べ
て
の
国
民
は
健
康
で

樅
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と
、
初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
　
　
　
介
護
保
険
は
弱
い
も
の
に
と

っ
て
厳
し
い
、
　

州

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有

』
対
す
る
出
演
者
の
感
想
か
ら
始
ま

っ
た
。
　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
制
度
の
中
増
』
蜘
錦
】
は
い
け
卜
に

会．分科会．
け
れ
村
憧
¨
‐こ 実
利
わ
一
つ
け
囃
“
中
響
い
射
Ｈ

新
　
広
域
連
合
で
取
り
組
む
こ
と
で
効
果
を
上
げ
　
　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

確
よ
う
と
す
る
加
茂
町
と
独
自
展
開
に
主
力
を
置
　
　
が
必
要
、
な
ど
の
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
た
。
　
州

的
で
力
強
い
提
言
が
あ

っ
た
。

会．
く
出
雲
市
の
実
例
を
含
め
、
①
家
族
給
付
②
基
　
　
最
後
に
、
積
極
的
に
住
民
参
画
を
実
現
し
、
よ

綸

（白
井
千
賀
子
さ
ん
）
長
年
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

・分
盤
整
備
③
介
護
労
働
④
情
報
公
開
と
住
民
参
加
　
　
り
よ
い
制
度
と
し
て
い
く
た
め
に
エ
ン
パ
ワ
ー

会。
と
し
て
働
く
傍
ら
高
齢
者
虐
待
や
痴
果
症
の
人

権
と
い
う
四
つ
の
柱
に
そ

っ
て
進
め
ら
れ
た
。
　
　
　

メ
ン
ト
し
て
い
こ
う
と
締
め
く
く

っ
た
。
　
　
　
・分科

の
生
活
問
題
、
人
権
擁
護
に
携
わ
る
。
困

っ
た

分科会．蜆

牲

城

罫

曇

製

曇

、商

犠

‥

‥

‥

…

…

ｈ

Ｔ

縛
シ

科
会分科会
缶
卸
纂

轟

・
誓

蛛

鉄

制
纂

髪
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選
燿
福
坤
祀
宦
奢赫瑞
』
禦一分が「墓
誕
‥
分碑謙
岬
硼
筑
蜘
鮮

で
尊
厳
を
持

っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
保
障
シ
ス
テ
　
・分
　
　
　
袖
井

孝
子
／
井
上
由
美
子
／
林

　

王
子
　
　
　
は
な
い
か
と
助
言
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・分

ム
づ
く
り
と
、
気
兼
ね
な
く
人
生
を
全
う
す
る

鵜
　
　
　
大
原
　
秋
年
／
君
島

昌
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
原
秋
年
さ
ん
は
演
劇
活
動
を
通
じ
ろ
う
あ

雅

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
そ
う
と
結
ん
だ
。
　
袷
　

分
科
会
の
は
じ
め
に
県
立
松
江
南
高
校
Ｊ
Ｒ
　
　
者
と
の
交
流
か
ら
、
手
話
が
わ
か
る
ろ
う
あ
者

科会．

（渥
美
雅
子
さ
ん
）
最
近
の
法
廷
で
の
実
例
を

会．分

Ｃ
の
生
徒
達
が
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
中
　
　
は

一
部
だ
と
気
づ
い
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
健

会．分

示
し
、
遺
産
の
贈
与
で
痴
呆
症
の
親
を
悪
用
す
　
。分千．

で
気
づ
い
た
点
を
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
発
表
。　
　
　
常
者
の
障
害
者
理
解
は

一
面
的
す
ぎ
る
と
指
摘
。
州

る
娘
や
息
子
た
ち
の
実
態
を
リ
ア
ル
に
語
ら
れ
、　
袷

特
に
身
障
者
用
ト
イ
レ
に
は
性
別
が
な
く

「人
　
　
そ
の
思
い
込
み
を
立
場
を
超
え
て
自
覚
す
る
試

科会．

成
年
後
見
制
度
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。　
　
　
一

権
問
題
」
で
は
、
と
ま
ず
指
摘
し
た
。
　
　
　
　
　
み
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
第

一
歩
と
提
言
し
た
。　
会．分

フ
ロ
ア
と
の
意
見
交
換
で
は
、
痴
呆
症
の
老
　
・分科
　

」ヽ
れ
に
対
し
助
言
者
の
井
上
由
美
子
さ
ん
は
　
　
　
袖
井
孝
子
さ
ん
は
健
常
者
と
障
害
者
の
区
分

州

親
と
の
生
活
体
験
や
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
、
そ

一一
ト
イ
レ
の
例
に
見
る
よ
う
に
障
害
者
に
対
し
て
　
　
そ
の
も
の
が
お
か
し
い
と
指
摘
。
そ
う
し
た
個
々
雅

れ
に
つ
い
て
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
助
言
が
あ
り
、
　
会．
は
性
別
す
ら
意
識
さ
れ
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
　
　
人
の
中
に
あ
る
意
識
そ
の
も
の
が
バ
リ
ア
で
あ

会．

活
発
な
や
り
取
り
が
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
・分

を
指
摘
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
　
　
り
、
そ
の
克
服
こ
そ
が
必
要
だ
と
し
た
。
そ
の

・分

司
会
の
石
橋
典
子
さ
ん
が
分
科
会
冒
頭
で

「痴

一一
捉
え
る
べ
き
だ
と
し
た
。
公
民
権
運
動
か
ら
生
　
　
た
め
に
は
オ
ー
プ
ン
に
論
議
し
て
い
く
こ
と
が

性

果
老
人
の
つ
ぶ
や
き
」
と
い
う
ス
ラ
イ
ド
を
紹

一一
ま
れ
た
Ａ
Ｄ
Ａ
法
下
の
米
国
の
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
　
　
大
切
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
新
た
な
コ
ミ

ュ
・会．

介
。
そ
の
中
で
の
一九
教
師
ワ
タ
ナ
ベ
ケ
ン
ス
ケ

会．分

テ
イ
と
い
う
概
念
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
し
、
例
え
　
　
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
住
み
よ
い
一

さ
ん
を
思
い
浮
か
べ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

ば
米
国
の
大
学
で
は
ト
イ
レ
や
教
室
な
ど
の
施
　
　
自
分
達
の
ま
ち
を
創
造
す
る
過
程
で
は
な

い
か

州

『と
ど
ま
る
こ
と
な
く
生
き
て
い
く
。
い
つ
の

権

設

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
勿
論
だ
が
、
学
問
そ
の
も
　
　
と
締
め
く
く

っ
た
。
　

　

　

（田
中
純
一
。
記
）

十会．

頃からか物忘れが始まった。手紙もすぐ
会．分のへのアクセスを保誹け“』動とだ笹『匈一　　．．　^
）一．　
窯耐】嘔直】】【頓「趣躇蝠一

に
は
書
け
な
く
な

っ
た
。
ケ
ン
よ
、
し

っ
か
り

が

こ
の
点
福
祉
領
域
の
こ
と
ヽ

併泄は　　　　　一一　　　』】【】一】】】ヽ螂『虻用渕靱颯一

せ
い
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。
ボ
ケ
て
も

一峰
プ
に
疑
間
を
呈
し
た
。

分

悠
々
た
る
ボ
ケ
人
生
を
歩
ん
で
生
き
て
い
き
た

人〓
　

林
王
子
さ
ん
は
建
築
家
の
立
場
か
ら
ユ

分科一律一一υ券科会募科会券科会・」』一時一募［十分̈「枠岬「砕一『轟『一一』『一中唾一一」「〔一中繰科会募科拿一」募科拿】揮一罐一陣罐植純闊傭鑽事̈ -9-



驀
□
腔
ケ
ア
は
全
身
ケ
ア
の
入
□
‥
輝
沌
輪
澤魏
挽

騨
施
‰
会̈

医
師
会
が
協
力
し
て
行

っ
て
い
る
訪
間
歯
科
診

綺

権

―
―

訪
間
診
療

状
況
か

ら

―
―

　

　

　

　

療
の
八
〇
〇
を
越
す
ケ
ー
ス
。
そ
の
訪
問
歯
科

会．分

科会．
　

　

黒
岩
　
恭
子
／
吉
沢
　
久
子
／
長
野
　
綾
子
　
　
　
衛
生
指
導

に
携

わ

っ
て
き
た
目
を

通

し

て
、
障

州

一　まれ村健脚″証腱デ喉疇薩稀御御『「い　　略臓構診っに諷】っヶ口にい酬街い」にグ哺
会．分科会

楡
て
の
事
例
報
告
が
な
さ
れ
た
。
日
腔
ケ
ア
の
啓
　
　
復
だ
け
で
な
く
、
気
持
の
変
化
、
ひ
い
て
は
行

州

分会．
蒙
に
積
極
的
に
携
わ

っ
て
い
る
歯
科
衛
生
士
に
　
　
動
の
変
化
が
現
れ
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て

雅

・分
よ
る
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
　
　
行
く
様
が
紹
介
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
会．

確

日
腔
ケ
ア
の
手
法
が
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
供
覧
　
　
　
次
い
で
、
『介
護
に
お
け
る
日
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

研

僣
さ
れ
た
。
た
か
が
歯
磨
き
、
さ
れ
ど
歯
磨
き
。
　

　

シ
ョ
ン
』
と
題
し
て
歯
科
医
師
の
黒
岩
恭
子
さ

鵜

・分
あ
る
日
の
新
聞
で
見
た
歯
周
病
の
記
事
に
触
発
　
　
ん
の
講
演
。
摂
食
機
能
の
回
復
に
関
わ
る
歯
科

科会．

権
さ
れ
、
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
頑
張
り
、
見
事
に
歯
　
　
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
そ
し
て
家
族
の
方
々
の
　
・分

科会．
周
病
を
克
服
し
、
咀
疇
機
能
を
回
復
し
た

一
市
　
　
取
り
組
み
が
ス
ラ
イ
ド
で
供
覧
さ
れ
た
。
障
害

雅

会．分
民
に
よ
る
実
践
報
告
。
第

一
線
を
退
い
た
今
も
　
　
を
持
た
れ
た
患
者
さ
ん
、
そ
し
て
介
護
さ
れ
て

拾

州
積
極
的
に
社
会
参
加
す
る
生
活
が
披
露
さ
れ
た
。　
　
い
る
家
族
の
方
か
ら
教

４ヽ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ　
会．分

船
　

元
気
な
高
齢
者
吉
沢
久
子
さ
ん
か
ら
は

一
人
　
　
た
と
強
調
さ
れ
た
。
ビ
デ
オ
を
使

っ
て
の
映
像

州

会．分
暮
し
の
中
に
見
る
老
い
の
問
題
を
丁
寧
に
現
な
　
　
に
日
腔
ケ
ア
が
も
た
ら
す
目
の
輝
き
、
表
情
の

確

州
が
ら
暮
ら
す
。
そ
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
健
　
　
変
化
が
読
み
取
れ
た
。
ま
さ
し
く

『
口
腔
ケ
ア

会．分

科会．
康
、　
そ
の
元
と
な
る
食
の
大
切
さ
を
、　
ご
自
身
　
　
は
全
身
ケ
ア
の
入
日
』
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら

州

懸
の
体
験
を
通
し
て
お
話
い
た
だ
い
た
。
　
　
　
　
　
れ
た
内
容
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袷分

ヮ
　
次
い
で
要
介
護
者
へ
の
日
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蒲
池
世
史
郎
・
記
）

争

”の鰤
′ヽ験崚動は師神『い」はぃた。　　　　　れた内容であった。

エ
ケ
ア

に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蒲
池
世
史
郎

・
記

雅
講
演
。
松
江
市
の
訪
間
歯
科
診
療

一
〇
年
の
経

分科会．憫
疑騨
満
午
霙
脚
場
靖
の歯
群
生　
　
　
　
″科会
１
１
１
１
軌

〓
・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

・
分
科
会

。
（

会・ 分科

二
日
目
の
全
体
会
は
、
本
大
会
の
目
玉
で
あ

る

「未
来
」
「女
性
」
「老
い
」
「介
護
」
を
テ
ー

マ
に

一
般
公
募
し
た
川
柳
の
優
秀
作
品
発
表
で

始
ま

っ
た
。

「活
き
活
き
と
老
い
を
生
き
切
り
虹
と
な
る
」

を
詠
ん
で

「老
い
」
の
部
の
特
選
と
な

っ
た
押

田
芳
枝
さ
ん

（島
根
県
）
は
、
八
十
五
歳
。
生

ま
れ
て
初
め
て
詠
ん
だ
川
柳
で
の
受
賞
と
な

っ

た
。
選
者
の
柴
田
午
朗
さ
ん
は
九
十
三
歳
。
ご

高
齢
だ
が
、
「食
べ
物
に
気
を
つ
け
、　
一
人
暮
ら

し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
選
者
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
、
会
場
を
わ
か
せ
た
。

そ
の
他
、
「介
護
」
部
門
の
特
選
は
、
「介
護

し
て
さ
れ
て
人
間
ら
し
く
生
き
」
と
詠
ん
だ
竹

治
薙
史
さ
ん

（島
根
県
）
が
受
賞
。
「未
来
」
部

門
は
、
「今
わ
た
し
母
の
未
来
を
生
き
て
い
る
」

と
詠
ん
だ
大
室
栄
子
さ
ん

（福
島
県
）
が
。
樋

口
代
表
が
選
者
と
な
っ
た

「女
性
」
部
門
は
、
「昭

和
史
の
修
羅
こ
え
て
き
た
女
遍
」
と
詠
ん
だ
羽

森
千
恵
子
さ
ん

（大
阪
府
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特

選
に
選
ば
れ
た
。
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が
ぶ
ぶ

下

蝿

ピ

楡
ヽ
ｔ　
一一
判
「
川
劇
「
劇
棚
劇
醐
＝
「
＝
は

”魯
奪
一一・一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

一
麟
一
■
■
■
由
「
酬
樹
酬
『
翻
翻
蠅
瑚
期
制

そ
の
後
、
分
科
会
報
告
と
、
参
加
者
の
意
見

発
表
が
あ
り
、
「家
族
介
護
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ

て
い
た
が
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
家
族
介

護
で
は
な
く
女
性
介
護
な
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
と
い
う
意
見
が
会
場
か
ら
出
さ
れ
た
。
最
後

に

「手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
の
替
え
歌
を
、
全

員
で
合
唱
。
「自
己
決
定
で
き
る
女
に
未
来
あ
り
」

な
ど
の
大
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
次
期
開
催

地
の
長
野
県
を
紹
介
し
て
閉
会
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
樋
口
さ
ん
は
、
家
族
介
護

の
現
金
給
付
問
題
に
触
れ
、
「家
族
へ
の
現
金
給

付
は
、
介
護
を
社
会
で
支
え
よ
う
と
い
う
介
護

保
険
制
度
の
趣
旨
に
反
し
、
結
局
、
嫁
だ
け
に

介
護
を
押
し
付
け
る
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
」

と
批
判
。
「金
に
目
が
く
ら
ま
ぬ
女
が
世
を
変
え

る
」
と
川
柳
を
詠
ん
で
皮
肉
り
、
「介
護
を
し
な

い
男
性
を
人
間
と
は
呼
ば
な
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。
ま
た
、
「大
会
の
受
付
を
担
当
し
た
の
は
中

学
生
で
す
」
と
も
。
分
科
会
の
発
表
者
の
な
か

に
は
、
島
根
県
立
松
江
南
高
校
の
生
徒
さ
ん
も

い
た
。
各
世
代
を
構
成
す
る
人
の
す
べ
て
が
共
生
し

て
参
加
し
た
こ
の
大
会
の
意
義
は
、
大
き
い
。

（三
十
代

の
実
行
委
員
、
川
島
典
子

・
記
）

ア

ピ
一・・―１１１‐‐
一ル

と
い
る
０
は

鵜
め
て
と
い
う
．．貯
書
心

嚇
一
呻
一一一一奮
鍮
翼
ｐ
型
騨
■

蝿
巡
礼
諄

輝

●

森
備
蕊
ヽ
一驚
ｉ
慰
４

さ れ択採

ン
一か
・え
苺
一
難
難
燿
拇

さの

〔鶉
ぽ
篭

地 長

年響い菫哺曲輻渕蠍奮磯

岬
藉

“熱た
寺
さ
■
●
■
ぶ
轟
鶴

ピ塁

辣

卜
．・一
‘鷲
Ч

　

　

鷺
贅
棄
■

チされ
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一Ｉ

轟

ざ

ヽ
ま

ヽ

」バ
Ｆ
つ∵ざ
人
を
曖
与
氏

漱
ψ

ユ
■
ギ
ベ
ス
．た
，
ｖ
■
　
‐‐―‐
１‐‐‐‐一
く

エ リザベス・ スクレターさん

プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
派
遣
さ

れ
来
日
し
て
い
た
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
ョ
ー

ロ
ッ
パ

高
齢
女
性
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
国
際
担
当
、　
ロ
ン

ド
ン
・
ル
イ
シ
ャ
ム
区
政
策

・
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク

室
長
の
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ス
ク
レ
タ
ー
さ
ん
が
、

九
月
十

一
。
十
二
日
に
島
根
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
と
十
四
日
は
大
阪
、
十
六
日
に
は
東
京

で
行
わ
れ
た
学
習
会
で
講
演
を
さ
れ
た
。

東
京
の
学
習
会
で
は
、
「高
齢
者
の
人
権
と
国

際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
―
―
声
を
つ
な
ぎ
、
人
を

つ
な
ぐ
―
―
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
さ
れ
た
。
司

会
者
袖
井
さ
ん
の
強
い
要
望
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

さ
ん
が
イ
ギ
リ
ス
で
実
際
活
動
し
て
い
る
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
さ
れ
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
全
国
大
会

が
終
わ

っ
て
間
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

集
ま

っ
た
人
数
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
参
加
者

の
み
ん
な
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
医
療

現
場
で
の
高
齢
者
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
か
、

年
金
は
十
分
に
も
ら
え
て
い
る
か
、
い
く
ら
ぐ

ら
い
か
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
償
と
有
償
が
あ

る
の
か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
取
組
み
な
ど
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
さ
れ
、　
エ
リ
ザ

ベ
ス
さ
ん
が
答
え
る
の
に
苦
慮
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。労

働
党
が
政
権
を
と
っ
た
時
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
高
齢
者
に
と
っ
て
い
い
政
府
を
つ
く
ろ
う
、

そ
し
て
縦
割
り
行
政
で
は
な
く
横
の
つ
な
が
り

を
強
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
綱
領
に
入

れ
明
確
に
位
置
づ
け
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
、
「
ジ
ョ
イ
ン
ア
ッ
プ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
政
策
を
進
め
た
。

ジ
ョ
イ
ン
ア
ツ
プ
の
具
体
的
政
策

●
地
方
自
治
体
、
専
門
家
、
高
齢
者
、
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
が
チ
ー
ム
を
構
成
し
さ
ま
ざ
ま
な
高

齢
者
の
問
題
を
調
査
す
る
。
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少
数
で
あ
る
黒
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
も
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
、
政
策
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
す
る
。

●
政
府
と
地
方
自
治
体
は
ど
の
よ
う
に
ネ

ッ
ト

を

つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
の
か
。

「
平
等
係
」
と
い
う
新
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
を

自
治
体
に
設
置
し
た
。
そ
こ
で
は
区
や
高
齢
者

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ

て
い
る
も
の
か
ど
う
か
を
適
切
に
審
査
を
行
う
。

ま
た
、
高
齢
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
情
報
が
十
分
届
く
よ
う
に
す
る
。

●
年
金
生
活
者
委
員
会
を
作
り
、
そ
こ
で
、
高

齢
者
と
政
治
家
が
話
し
合
え
る
場
を
設
け
る
。

な
ど
、
具
体
的
な
問
題
を
政
策
に
結
び
つ
け
る

努
力
を
し
て
い
る
が
、
政
府
は
財
政
問
題
を
理

由
に
い
つ
も
と
り
あ

っ
て
く
れ
な
い
の
が
現
実

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

草
の
根
団
体
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
に
も
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
つ
な
ぎ
、
大
き
な
声
と
し
て
問
題
を
上
げ

て
い
く
こ
と
や
問
題
だ
け
に
限
ら
ず
生
き
が
い
、

趣
味
を
と
お
し
て
世
界
の
女
性
が
連
帯
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
そ
れ
が
、
女
性
の
説
得
力
と
な
り
、
政
策

決
定
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
も
の
だ
と
確
信

し
て
い
る
。

北
京
の
女
性
会
議

―
―
高
齢
者
の
た
め
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ー
ー
は
、
世
界
の
高
齢
者
の
女
性
を

つ
な
ぐ
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
女
性
団
体
か
ら
、
高
齢
者

が
望
ん
で
い
る
の
は
生
活
の
安
定
だ
け
で
な
く

平
和
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
い
ま
や

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
と
お
し
て
世
界
の
平
和
を

望
む
女
性
団
体
を

つ
な
い
で
い
る
。

自
分
た
ち
の
小
さ
な
草
の
根
団
体
を
世
界
に

つ
な
ぎ
、
大
き
な
声
と
な

っ
て
強
く
な

っ
て
い

こ
う
と
い
う
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
力
強
く
頼
も
し
く
思
え
た
。
（本
間
郁
子
・
記
）

エ リザベス・ スクレターさんと通訳の林 千根さん

.:t t 1f'^ 7' 7? v ? - + /wO*-A,{'->
http : ,/www . bettergovernmentforolderpeople. gov. UK
www. trasinet. com,/ own

-13-
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路 の る さ を 私 半 子 帰 い を 階
で 仕

°
を 夫 は ま が れ 込 し に
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び な 三 切 持 い 待 幌 か で い む
右 ど 歳 に ち う つ か つ じ る 姉
手 多 に 共
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と て ら た ま

°
夫

首 忙 な 働 姑
｀
い 飛 ら つ 二 婦
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疲
れ
て
し
ま

っ
た
友
も
い
る
。
そ
し
て
自
分
自

身
の
老
後
と
な
る
と
、
老
い
の

一
歩
手
前
で
な

く
十
歩
も
手
前
か
ら
準
備
し
処
し
方
を
自
ら
決

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

世
代
で
あ
る
。

六
五
歳
を
機
に

″物
″
を
処
分
し
ケ
ア
付
マ

ン
シ
ョ
ン
に
移

っ
た
友
、
夫
を
亡
く
し
た
友
人

ど
お
し
同
じ
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
た
人
達

も
い
る
。
様
々
な
生
き
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
。

血
の
繋
り
や
国
境
を
越
え
た
家
族
、
家
族
を
超

え
た
連
帯
―
―
そ
ん
な
市
民
社
会
の
到
来
を
夢

み
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
例
え
ば
大
銀
行

に
何
兆
円
も
の
税
金
を
そ
そ
ぐ
の
な
ら
、
ど
う

し
て
プ
ー
ル
の
あ
る
立
派
な
ホ
テ
ル
な
ど
バ
ブ

ル
の
後
遺
症
を
廃
虚

（資
源
の
無
駄
）
に
す
る

の
だ
ろ
う
。
ケ
ア
付
住
宅
に
な
ら
な
い
も
の
か

―
―
行
政
に
も
市
民
運
動
に
も
柔
ら
か
く
優
し

く
大
胆
な
発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

（次
回
は
交
渉
中
で
す
。
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
二
年
生
。　
一
万
人
市
民
委
員
会
札
幌
の
呼

び
か
け
人
代
表
。
第

一
五
回
全
国
大
会
副
実
行
委

員
長
。
種
々
の
市
民
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
従

事
。
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０
●
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の

○

(大井川町町長 )

お
男

ぬ
由不

性
山

ミ
横

○
◎
○
○
○
◎
◎
◎
○
◎
◎
○
◎
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

私
は
昭
和
六
年
生
ま
れ
と
先
ず
申
し
上
げ
ま
　
　
で
し
ょ
う
か
。

す
。
私
の
町
に
は
航
空
自
衛
隊
第
Ｈ
教
育
団
が
　
　
　
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
べ
て
原
子
力
で
あ

所
在
し
、
戦
時
中
は
彗
星
、
零
戦
基
地
で
、
強
　
　
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の
み
な
ら
ず
、

制
疎
開
者
が
僅
か
ニ
カ
年
で
急
造
し
た
基
地
が
　
　
動
物
も
植
物
も
自
然
の
原
子
力
に
よ
っ
て
共
存

あ
り
ま
す
。
進
入
路
の
直
下
に
昔
か
ら
住
ん
で
　
　
し
、
調
和
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ま

お
り
、
騒
音
ど
こ
ろ
か
、
戦
時
中
は
日
の
九
を
　
　
わ
り
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
が

振

っ
て
帰
ら
ぬ
若
者
を
見
送

っ
た

一
人
で
す
。
　
　
関
係
し
あ
い
な
が
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
究
極

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た

″も

っ
た
い
な
い
″
　
　
の
因
縁
、
関
り
合
い
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

と
い
う
言
葉
が
通
じ
な
い
今
の
生
活
で
は
、
も
　
　
自
然
の
生
態
圏
と
共
に
生
き
、
生
か
さ
れ
る
こ

は
や
こ
の
便
利
さ
豊
か
さ
を
捨
て
去
る
こ
と
は
　
　
と
を
自
党
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二

一
世

不
可
能
で
す
。
品
々
は
家
庭
か
ら
道
路
に
出
せ
　
　
紀
は
人
々
と
の
調
和
の
時
代
と
な
り
、
そ
れ
に

ば
ゴ
ミ
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
多
く
は
自
然
を
　
　
一
生
懸
命
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

破
壊
し
環
境
悪
化
を
生
み
ま
す
。
ま
た
、
化
石
　
　
　
常
に
創
造
と
破
壊
を
繰
り
返
し
な
が
ら
向
上

燃
料
と
と
も
に
石
油
文
明
は
曲
が
り
角
に
来
て
　
　
し
て
い
る
現
世
を
、
「自
分
が
何
か
を
出
来
る
」

い
る
の
で
は
？
と
も
思
え
、
広
い
意
味
で
の
科
　
　
と
思
え
る
の
は
最
高
に
楽
し
い
こ
と
で
す
。
ど

学
技
術
を
肯
定
し
な
が
ら
も
リ
サ
イ
ク
ル
文
明
　
　
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
実
際
に
何
か
を
成
し

に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
遂
げ
る
こ
と
は
更
に
楽
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

豊
か
さ
を
求
め
て
発
展
し
て
き
た
近
代
社
会
　
　
科
学
者
に
頼
る
の
み
で
は
な
く
、
各
家
庭
で

一

の
中
で
、
大
企
業
が
経
済
的
効
率
を
優
先
す
る
　
　
人
ひ
と
り
が
物
を
大
切
に
し
、
迷
惑
を
か
け
な

あ
ま
り
、
多
く
の
人
が
も
の
の
道
理
を
忘
れ
て
　
　
い
意
識
は
大
き
な
力
と
な
り
、
沢
山
の
人
が
良

し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
仏
教
で
　
　
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
と
地
球
は
明
る
く
楽
し

言
う
縁
起
の
道
理
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
　
　
い
調
和
の
楽
園
に
な
り
ま
す
。

○
○
○
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○
０
０
０
０
◎
○
◎
◎
○
◎
○
○
○
○

昭和 6年生まれ、中央大学法学部卒。平成 4年より静岡県大井川町町長。地方自治
の本旨に基づいたまちづくりを提唱。行政側代表として県社会教育委員、男女が創る

しずおか推進懇話会委員を務める。
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「
人
生
案
内
」
う
ち
あ
け
ば
な
し金
森
ト
シ
エ
著

（ネ
ス
コ
発
行
／
文
藝
春
秋
発
売

一
五
〇
〇
円
十
税
）

＊
６０
年
代
か
ら
９０
年
代
に
か
け
て
の
読
売
新

聞
生
活
面
の

「人
生
案
内
」
の
相
談

ｏ
回
答
か

ら
五
十
例
を
選
び
、
結
婚
、
夫
婦
、
共
働
き
、

子
育
て
、
性
生
活
、
嫁
姑
、
老
後
な
ど
九
章
に

分
け
て
、
後
日
物
語
も
合
め
て
紹
介
。

＊
投
書
の
流
れ
に
見
る
社
会
と
結
婚
や
夫
婦

の
変
化
、
少
子
高
齢
化
、
家
庭
内
暴
力
、
買
春
、

カ
ッ
プ
ル
文
化
の
未
熟
さ
な
ど

へ
の
私
見
。

＊
私
自
身
の
、
専
業
主
婦
か
ら
新
聞
記
者
に

転
身
し
た
事
情
や
、
夫
婦
げ
ん
か
も
含
め
た
暮

ら
し
の

″う
ち
あ
け
ば
な
し
″。

私
は
、
長
い
記
者
生
活
の
間
約
二
十
年
間
仕

事
の
ひ
と
つ
に

「人
生
案
内
」
欄
を
担
当
、
そ

の
経
験
を
も
と
に
右
の
三
つ
を
柱
に
ま
と
め
ま

し
た
。
今
も
介
護
役
割
の
重
さ
に
あ
え
ぐ
嫁
と
、

一
方
フ
ィ
リ
ピ
ン
花
嫁
に
戸
惑
う
姑
な
ど
、
変

・

不
変
が
交
錯
す
る
女
性
史
の

一
面
も
う
か
が
え

ま
す
。
老
後
の
章
の
タ
イ
ト
ル
は

「
ふ
た
り
で

も
寂
し
い
、
ひ
と
り
で
も
楽
し
い
」
で
す
が
、

投
書
が
縁
で
結
婚
し
た
高
齢
夫
婦
の
幸
せ
物
語

も
紹
介
し

「老
い
て
も
華
の
あ
る
女
と
男
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
と
明
る
く
結
び
ま
し
た
。

「
年
を
と

っ
て
な
ぜ
悪

い
」

―
わ
た
し
の
本
音

・
あ
な
た
の
本
音
―

秋
田
の
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
編

（無
明
舎
出
版
　
一
一
一〇
〇
円
＋
税
）

自
分
達
の
老

い
方
を
考
え
て
い
こ
う
と
結
成

し
た

「秋
田
の
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム

（代
表
澤
井
セ
イ
子
秋
大
教
授
ご

で
出
さ

れ
た
約
六
〇
〇
人
の
生
の
声
を
、
二

人
暮
ら
し

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
「老
い
て
ゆ
く
時
、
男
性
と
女
性
で
は

抱
え
る
問
題
が
違
う
で
し
ょ
う
か
」
「突
然
倒
れ

た
時
の
こ
と
を
考
え
ま
す
か
」
な
ど
、
い
く
つ

か
の
設
間
に
対
す
る
答
の
形
で
掲
載
し
た
。
子

供
夫
婦
と
の
同
居
で
上
手
に
距
離
を
置
け
ず
、

破
綻
し
て
し
ま

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
人

間
関
係
も
垣
間
見
ら
れ
、
夫
婦
ど
ち
ら
が
先
に

亡
く
な
っ
て
も
、
残
さ
れ
た
者
が
そ
の
後
の
人

生
を
納
得
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
日
頃
か
ら
話
合
っ

て
お
く
こ
と
も
、
死
に
備
え
て
準
備
す
る
こ
と

の

一
つ
で
は
な

い
か
と
思
わ
さ
れ
た
。
秋
田
県

は
同
居
高
齢
者
の
自
殺
が
多
い
。
ま
ず
自
分
の

気
持
を
声
に
出
し
、
相
手
の
気
持
も
聞
き
、
自

分
と
同
じ
で
な
く
て
も
自
分
を
非
難
し
て
い
る

の
で
は
な
い
と
気
持
を
切
り
替
え
る
の
に
も
、

沢
山
の
本
音
が
載

っ
て
い
る
こ
の
本
を
使

っ
て

欲
し
い
と
思

っ
て
い
る
。　
　
冗
野
内
胡
挑
・
聾

島
根
大
会
は
既
述
の
と
お
り
大
盛
況
で
し
た
。

地
元
島
根
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
皆
様
の
ご
協

力
に
対
し
て
、
運
営
委
員

一
同
心
か
ら
感
謝
し
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
開
催
に
合
わ
せ
て
、
昨
年
の
東
海
三
県

大
会
シ
ン
ポ
集

『介
護
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で

変
え
る
』
が
刊
行
さ
れ
大
変
好
評
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
。
本
代
、
送
料

共
、　
一
冊
二
千
三
百
円
で
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

さ
て
、
介
護
保
険
の
夜
明
け
を
快
晴
で
迎
え

た
い
と
、
各
地
で
活
動
に
ま
い
進
し
て
こ
ら
れ

た
皆
様
か
ら
の
怒
り
は
爆
発
／
噴
煙
の
す
ご
さ

で
、
当
会
は
先
が
見
え
な
い
〃
討
ち
入
り
で
す
。

☆
十
二
月
十

一
日
０

「大
江
戸
名
物

・
女
た
ち

の
討
ち
入
リ
シ
ン
ポ
」
於

・
江
戸
東
京
博
物
館

の
予
定
。
皆
様
、
討
ち
入
る
体
力
だ
け
は
残
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
次
号
で
。

☆
日
韓
嫁
学
事
始
ツ
ア
ー
は
、
企
画
の
面
白
さ

か
ら
新
間
に
紹
介
さ
れ
、
会
員
外
参
加
の
多
い

異
色
ツ
ア
ー
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

☆
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
は
十

一
月
二
十
九
日
０
午

前
十

一
時
か
ら
で
す
。　
　
　
　
（新
井
倭
久
子
）
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